
3 い ね科牧革の出穂特性

1  背 景 と特徴   i l

いね科牧草は出穂後開花がはじまると、飼料価値が急激に低下する。               '

最近のように採草地の規模が大きくなると牧草の生育に刈取が追いつかず、刈遅れになるこ

とが極めて多い。開花前に1番草を刈終るためには、出穂期のことなる車種や品種を上手に組

合わせておくと出穂期が連続し、品質の低下しない良い牧草を常に収穫することが出来る。

このためには、各地における主摯ないね科草の革種 ・品種の出穂特性を知ることが必象であ      ,

る。                                                 1        .

2  技 術 内容

1)岩 手畜試 (岩手郡滝沢村 )の 51年次にかけるォーチヤー ドグラス (Or)チ モシー ‐ !

(Tl)、 ペレニアルライグラス (Pe)の 3～ 1?最種と 一ヽルフエスク (Tf)、 リー ドキ

ヤナリーグラス (R3)、 プロ=4イ ラス(Br)の 各 1品種の出穂特性を明らかにした。

その結果

2) 出 穂の早晩 :Or群 (5月 13日～ 28日 )カ ミ最も早く、次いでTf(5月 25日 )、

Pe(5月 25日～ 26日 )RO(5月 29日 )、 Br(6月 2日 )、 TI(6月 ,7日午

22日 )が最 も遅い。

3) 出 穂始から完了までの期間 :Or(f3～ 21日 )、 Tf(16日 )、 Pe(20～ 21日 )
,   | ・

   | ・
t

R e ( 2 1日 )、 Br(25日 )、 Ti(19～ 38日 )であった。

4)開 花始 :Or、 Tf、 Pe、 Re、 Brは 6月 7日 ～ 14日、 T二は 7月 2日～ 9日であり、

Or、Tfは 出穂完了後開花するがその他は途中で開花したざ

5)積 算温度:出穂はOr(200℃ )、Tf(260C)、 Re(310C)、 Br(360℃ )、

Tl(410C)頃 か ら始まる。

以上か ら

6)利 用適期の拡大 (Orを 基準 として )は革種による拡大 :Orと TIに より5月 中旬～

7月 下旬まで刈取適期の拡大が可行を。

品種による拡大 :晩生種の利用により、 2週間位、利用適期の拡大が可能。

革種、品種の組合わせによる拡大 :5月 中旬～ 6月上旬 (Or)、 6月 中旬～ 7月 上旬 (

Or晩 生種、TI早 生 、中生種 )、 7月 中旬 (Ti晩 生種 )の利用が可能 と考えられる。
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3  指 導 上 の 留 意 点

1)車 種品種別の出穂特性は、年、場所により変動する。本資料は 51年、岩手君母滝沢村にか

けるものであるが、積算温度 と出穂の関係 などそれぞれの現地で積みあげてい くことが必

こ著。

2)草 種 '品種の選症 に当っては、利用目的、立地条件、天候等への配慮が必要である。

3)市 販品種の出穂期の違い

(飼料作物品種解説 昭 和 49。3他 )
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4  試 験 成 績 の概 要

1)試 験課題名 車 地の利用法の違いが牧革性産に及ほす影響に関する試験

2)試 験年次ズび場所 51年 ～ 岩 手畜試

3)試 験方法

(1)供 試草種、品種。6革種、計 24品 種               ・

② 昭 和 40年播種 (標高 260惚 )                 ,

4)試 験結果

いね科牧草 6卓種、24品 種の岩手郡滝沢相になける昭和 51年の出穂特性について明ら

かにした。

5)主 要成果の具体的データ                         _

-26-



霊
1
尋

秘
 斡

 導
由０ゆＯＣ∞

ギい∞
零

留
零

器
辞

辞
ゆ

 
ゆ

 
ゆ

 
C
 
C
 
C

患
霊

鰐
1
母

寸
 
寸

 
い

0
 
0
 
ト

ベ
 
 
ヘ

1
 
 
6
1

ト
 
ト

 
 
ヘ

0
●

C
 

O
 

C

い寸∞

トギ∞

キ０い

∞い０

・∞∞０

い∽ゆ

Ｎ∞”

゛卜∞

〇一∞

゛の中

゛Ｏギ

いい範

ＯＣ∞

゛べ∞

゛゛∞

∝領∞

ＣＯ銀

寸一ミ

編揺ヨ

゛袋”守ゆ゛

章∞∞

Φギф

Ｏ寸”

〇一ф

【【∞

∞いい

い∞Ｎ

ドトヽ

トトヘ

専Ｏω

い「べ

トトヘ

ゆ【い

いいい

ＯＯ田

一　Φい¨い

一　〇Ｎ
．

一

一　
ｏ∝
．

い

一　”゛
・

め

一　ゆ車・い

一
一　命【

．
い

【銀
．

い

【い
。

的

”【
．

い

∞【
．

い

∞【
。

め

∞「
．

め

察
や

噂転賦鰹
専〇代

００へ

命ぺ袋

∞ヽい

い０「

い０高

い０一

の専Ｈ

∞∞　　　一　　Φ
．

単　　一　Ｎ宮
。

い　　一　∽ぺ
．

り

゛゛　　　一　　い”　　　一　　　〇
．

卜　　一　゛【
，

卜　　一　∞゛
．

っ

ｏ
．

い　　一　　月
。

い　　一　ゆい
。

Ｃ Ｎは　　　一　　””

中一！」‐』中，一‐い」叶一，中，中，一，一】中

ぱ世盤避熊付袷ぱ根益

陪

命【
い゛　　　一　　Ｈへ　　　一　マＨ

．
一

いＨ　　　一　　い【　　　一　Ｎ【
．

Ｃ 「中
‐‐

一
「

『「「
‐，‐

一「「「中
‐十

一
‐

中̈一れ

一　勾
・

〇　一　Ｈ∞
・

ｏ

的
．

Ｃ　一　【
．

Ｃ

一

ミＣ　一　　】
．

Ｃ

の
．

ΦＱ
．

Ｃ

ф
．

０

磁
．

０

【
．

０

一べ
．

ゆ

いい
。

い

ＯＮ
．

ゆ

Φ
．

〇

一い
。

ゆ

０い
．

め

刊劇対判制引村

●
|

卜白ｄま電宮ｄ日　０日Ｓ【ｏＯＧ的町目０「やヽ白ＯＨＯ町　や∽Ｈ

樫栄翠瑠礎翠

∞使の　点や卜障や句卜【００く

算資電ま　０自ｄ村ηりば的０

（・ヽ末代）ｏ日ｏｇ自算ｈＱ

（，ヽ・小ミ）胃電日【ＨＯ

（最鰤）ヽへ、ャ、卜ヽ

（生ヽふ―ふ―、１）卜ｏ宮ＩΦｈ算やりｓ偽

卜ｏ電　ｏ持算やりｄ偽

―障の比

‐‐‐‐ ‐
８
‐

封引＝里訊引

（ふ孫浜托も「
中〕暇市中一 （ふ′分一

体車嗣珠にドい〕「↓
。

【中一

曙　　　一　岬

蝉眠獣軽

′
熱□

々□
覇Ｇ恭黙綻隠ヨ　【―照

０い
「中

-27-



（
ヽ
べ
、
ャ

ヤ
ペ
ペ
）

「
中

ギ
尽
Ｑ
韓
樺
ヨ
玉
理
対
　
【
―
図

工揺

「
中

（
ヽ
…
Ｆ
卜
ヽ
‐卜
ヽ
ふ
γ
Ｘ

卜

や
ふ
ヽ
ュ
ト
）

】

ｍ

　

　

　

　

　

。

寓

（
瑠
Ｘ
翠
岬
増
ギ

）
ｏ
Ｌ

（
「
∞
】
）

竹
中

（
蝉
Ｘ
料
岬
豊
ギ

）
只
）

０
６

〇
〇
【

呂 (ヨ解鞘苺)

6)残 された問題点

(1)入 手、可能草種 ・品種のi(市販種 )の収還性を含めた検討

(2),車種 ・品種組合ゎせ割合の検討      声    | |

参考1資料  昭 和51年度 試験税象成績書 岩手吾段
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